
簡易曲げ試験装置 (1 号機) 葭簡易曲げ試験擊置 (2号機) 「⑥簡易曲げ試験装置 ( 3号機)

写真 1 ヤング係数測定方法

12

構
造
用
製
材
の
品
質

管
理

-
は
じ
め
に

構
造
用
製
材
の
日
本
農
林
規
格
(
製
材

JAS)

を
取
得
し
て
い
な
い
事
業
所
に
お
い
て
も
、
自
社
製

材
品
の
品
質
管
理
を
行
う
た
め
に
、
同
規
格
の
強
度

(
曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
)
及
び
材
面
品
質
の
測
定
を
容

易
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
簡
易
曲
げ
試
験
装
置
、
材

面
品
質
測
定
定
規
の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

二

簡
易
曲
げ
試
験
装
置
の
製
作

通
常
、
製
材
品
の
正
確
な
強
度
の
測
定
に
は
写
真

1に
示
す

実
大
強
度
試
験
機
を
使
用
し
ま
す
が
、

試
験
機
は
高
価
で
す
。
製
材
J

As
の
取
得
事
業
所

で
は

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
を
導
入
し
て
強

度
測
定
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
マ
シ

ン
が
高
価
で
す
。
安
価
な
方
法
で
行
う
場
合
は
③
の

打
音
式
に
よ
り
縦
振
動
ヤ
ン
グ
係
数
を
測
定
し
ま
す
。

製
材
J
A
S
の
場
合
は
曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
が
基
準
で

す
の
で
打
音
式
で
は
測
定
値
が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
̶
や
建
材
店
等
で

容
易
に
入
手
で
き
る
安
価
な
材
料
を
使
用
し
て
曲
げ

ヤ
ン
グ
係
数
が
測
定
で
き
る
簡
易
曲
げ
試
験
装
置
を

製
作
し
ま
し
た
。

材
料
は
仮
設
工
事
用
の
単
管
パ
イ
プ
•

ク
ラ
ン
プ
類
を
使
用
し
、
荷
重
用
の
重
り

に
は
漬
け
物
石
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
溝
蓋
を
使
用
し
ま
し
た
。
製
作
し
た
簡

易
曲
げ
試
験
装
置
は
写
真
1の
④
(1
号

機
)
、

(2
号
機
)
、

(3
号
機
)
に

な
り
ま
す
。
1号
機
は
試
験
体
上
部
よ
り

人
力
で
重
り
を
積
み
重
ね
最
大
荷
重
1
2
6

kg
を
負
荷
で
き
ま
す
。
試
験
体
の
本
数
が

多
い
場
合
は
労
力
的
に
厳
し
い
の
で
、
2

号
機
で
は
こ
の
点
を
改
良
し
て
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
操
作
で
試
験
体
上
部
に
最
大

荷
重
185
kg
を
負
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
3号
機
で
は
高
荷
重
で

安
全
性
も
考
慮
し
て
試
験
体
下
部
に
重
り

を
吊
り
下
げ
、
フ
オ
̶
ク
リ
フ
ト
の
操
作

で
最
大
荷
重
389
kg
を
負
荷
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

三

簡
易
曲
げ
試
験
装
置
の
性
能

実
大
強
度
試
験
機
、
打
音
式
、
簡
易
曲

げ
試
験
装
置
(1
〜
3号
機
)
で
los
mm

角
X
長
さ
3m
の
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
柱
材
各

1
0

本
使
用
し
て
曲
げ
ヤ
ン
グ
係
数
の
測
定

を
行
い
ま
し
た
。
実
大
強
度
試
験
機
の
測

定
値
を
基
準
値
と
し
て
他
の
測
定
値
と
の

差
を
図
1に
示
し
ま
す
。
打
音
式
は
ヤ
ン

グ
係
数
の
差
の
範
囲
が
1
.
3

G
p
a
と
大
き

く
、
1号
機
で
0.6
G
p
a
、
2号
機
で
0.5

G
P
a
、
3
号
機
で
0
.
4

G
p
a
と
改
良
さ



ヤング係数測定方法

2節
j よ中節
通 _

木口貫通割れ (巻き尺タイプ、ひもタイプ)
材面貫通割れ (巻き尺タイプ、ひもタイプ)

煦 目まわり
¦ 曲がり
L叫型蟬勺二楚�)P繊維走行の傾斜比 (50cmタイプ、1mタイプ)
腐朽 (2、3級軽い腐れ, 3級重い腐れ)

写真 2 各種材面品質測定定規

<
図
1
簡
易
曲
げ
試
験
装
置
の
性
能

れ
ま
し
た
。し
か
し
、3号
機
は
試
験
材
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
や
ダ
イ
ヤ
ル
ゲ
l
ジ
の
読
み
取
り
の
作
業
が
行

い
づ
ら
い
と
い
う
欠
点
が
見
ら
れ
、
作
業
性
を
考
慮

す
る
と
2号
機
の
使
い
勝
手
が
優
れ
て
い
ま
し
た
。

四

材
面
品
質
測
定
定
規
の
製
作

写
真
2は
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
直
尺
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
巻
き
尺
、
ひ
も
、
半
透
明
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
シ
ー
ト
を
利
用
し
て
1 05
mm
角
X
長
さ
3
m
柱
材
専

用
に
製
作
し
た
材
面
品
質
測
定
定
規
で
す
。
材
面

品
質
測
定
に
は
、

節
、

中
節
、

丸
み
、

木
口
貫
通
割
れ
、

材
面
貫
通
割
れ
、

わ

り
、

曲
が
り
、

平
均
年
輪
幅
、

繊
維
走
行
の

13



写真 4 節の測定 写真 3 材面品質測定定規の加算方法

引
き
抜
き
な
が
ら
順
次
測
定
し
て
い
き
合

計
70
mm
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

五

材
面
品
質
測
定
定
規
の
使
用
例

材
面
品
質
測
定
定
規
4種
類
の
使
用
例

を
示
し
ま
す
。

測
定
は
、
写
真
4
に
示
す
よ
う
に

材
面
内
の
径
比
(
幅
方
向
の
節
の
径
)

が
最
大
の
節
に
見
当
を
付
け
、
定
規
を

当
て
て
行
い
ま
す
。
写
真
の
節
の
径
は

緑
と
黄
色
テ
ー
プ
の
間
に
あ
り
、
ギ
リ

傾
斜
比

腐
朽
の
各
定
規
を
用
い
て
測

定
し
ま
す
。

お
よ
び

定
規

に
は
図
2の
よ
う
に
1〜
3級
の
等
級
の

境
界
に
緑
、
黄
、
赤
の
テ
ー
プ
を
貼
り
一

目
で
識
別
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、

中
節
や
③
の
丸
み
は
測
定
中

に
測
定
径
の
加
算
が
必
要
に
な
る
た
め
、

写
真
3に
示
す
よ
う
に
定
規
に
サ
ヤ
を
付

け
、
サ
ヤ
を
引
き
抜
い
て
い
き
加
算
を
行

え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
写
真
で
は
5
0

円

玉
、
1
0
0

円
玉
、
触
円
玉
の
直
径
に
サ
ヤ
を

14



ギ
リ
で
目
視
等
級
2級
と
な
り
ま
す
。

中
節
は
材
面
の
長
さ
方
向
15
cm
に
係

る
集
中
節
の
径
比
が
最
大
の
部
分
に
見

当
を
付
け
、
写
真
5に
示
す
よ
う
に
、

6個
の
節
に
そ
れ
ぞ
れ
定
規
を
当
て
な

が
ら
サ
ヤ
を
引
き
、
節
径
比
の
合
計
を

求
め
ま
す
。
写
真
の
集
中
節
の
径
比
の

合
計
は
赤
色
テ
ー
プ
手
前
の
た
め
目
視

等
級
3級
と
な
り
ま
す
。

ま
わ
り
の
測
定
は
、
写
真
6に
示
す

よ
う
に
木
口
に
定
規
を
押
し
当
て
目
ま

わ
り
の
深
さ
を
測
定
し
ま
す
。
目
ま
わ

り
に
つ
い
て
は
J

As
目
視
等
級
の
1
、

2級
は
同
一
の
値
で
あ
り
、
3級
は
規

定
が
あ
り
ま
せ
ん
。
写
真
は
黄
色
テ
ー

プ
手
前
で
あ
る
た
め
、
目
視
等
級
1級

と
な
り
ま
す
。

平
均
年
輪
幅
の
定
規
は
写
真
7に
示
す

よ
う
に
、
目
盛
り
の
間
隔
が
1級
6
1
、

2級
8

mnl
、
3級
lo
mm
の
3本
を
用
意

し
て
あ
り
、
定
規
を
順
次
押
し
当
て
て

い
き
等
級
を
決
定
し
ま
す
。
写
真
の
平

均
年
輪
幅
は
1級
の
6

mnl
よ
り
大
き
く

2級
の
8

mm
よ
り
小
さ
い
た
め
目
視
等

級
2級
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
材
面
品
質
測
定
定
規
の
使
用

方
法
も
ほ
ぼ
同
様
な
方
法
で
行
い
ま
す
。

(
森
林
総
合
研
究
所
資
源
利
用
科

主
任
研
究
員

三
枝

茂
)
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